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このたびは第5回全国高校生英語ディベート大会エッセイコンテストにご応募いただきましてありがと

うございました。またコンテストへの様々なご支援、とりわけ顧問の先生方に厚く御礼申し上げます。 

今回のコンテストの三つの部門への応募の内訳は以下の通りです。 

 

A) 英語コミュニケーション部門  9作品 

B) 論題部門           10作品 

C) Make-Friends部門       12作品               応募総数 31作品 

 

厳正な審査の結果、次の方々の作品を入賞としました。受賞されたみなさま、おめでとうございます。 

 

 

最優秀賞1名（全部門より1名） 

     王  晶                   翔凛高等学校            （C部門） 

 

優秀賞3名 （各部門1名） 

     増田 奈乃羽           沖縄県立那覇国際高等学          （A部門） 

嵐田 倖永                   山形県立米澤興譲館高等学校.     （B部門） 

岡嶋 ほの花                山口県立大津緑洋高等学校        （C部門） 

 

優良賞3名 （各部門１名） 

杉尾 碧月                聖マリア女学院高等学校.        （A部門）             

山口 穂                   静岡県立三島北高等学校          (B部門） 

荒川 望乃                   静岡県立浜松西高等学校          （C部門） 

 

第５回のエッセイコンテストに応募くださった皆さん、ありがとうございました。 

今回も、採点者を悩ます力作が多数集まりました。入賞されなかった皆さんの作品も説得力のあるもの

ばかりでした。 

３部門どの部門も、チームとして取り組んだプロセスが滲み出るものが多かったように思います。 

コロナ禍で３度目のオンラインでの大会となり、活動がままならず、チームで励まし合い乗り越えたこ

とがエッセイの中でもよく分かりました。コロナ禍でも、コロナ禍だからこそ、チームで活動する意味、

また他校の生徒とMake friendsの精神を互いに磨き合うことの意味をより感じられたことが、どの作品に

も溢れていました。 

約10ヶ月間、定年制について真剣に議論し、未来に思いを馳せた皆さんの取り組みはもちろん、サポー

トされた先生方、家族の方々に敬意を持たずにはいられません。皆さんのエッセイから、私たちは改めて

大会の意義を感じた次第です。 

2023年度の全国大会は、ようやく対面で実施されます。ディベートで成長する次の代の高校生たちの動

きはすでに始まっています。また新たな成長とドラマが生まれることを期待しています。次回の応募を楽

しみにしております。 

改めて、この度はご参加ありがとうございました。 


